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6 点検・調査計画の策定                   

6.1 ストックマネジメントの実践に向けた維持管理業務             

今後の下水道施設の維持管理は、品質を確保しつつコストを縮減し、効率的かつ効果的に行

っていかなければなりません。このためには、ストックマネジメントの導入とその確実な運用

（実践）が不可欠です。 

ストックマネジメントは、以下の 3 つのレベルに大別でき、それぞれのレベルに適した管理

体制を構築することになります。 

 

 

【中長期マネジメント】
・事業運営の基本計画
・計画期間 30年

【短期マネジメント】
・改築更新の計画と設計
・維持管理補修実行計画
・計画期間 5年

【日常的マネジメント】
・維持管理，保守点検
・緊急・苦情対応
・モニタリング

維持管理目標設定

事業計画立案
・改築更新，能力増強，
機能向上等の計画

・維持管理計画
・事業経営計画

合意形成

事業実施

モニタリング
・目標達成状況
・マネジメント実行状況

評 価

施設管理目標設定

事業実施

モニタリングと評価

モニタリング

保守点検

維持管理

5年程度サイクル

長寿命化と改築更新緊
急度の評価

改築・更新設計

維持管理・
補修実行計画

2年程度サイクル

基本方針の立案
・ライフサイクルコスト分析
・目標使用年数 基礎的診断

・劣化状況
・性能発揮状況

 
図 6.1 ストックマネジメントの全体構成 

 

この中では、日常的マネジメントが、日々の維持管理業務等（巡視・点検・調査・清掃等）

を対象としたものとなり、このレベルで発生した情報が中長期・短期マネジメントの基礎情報

となります。このため、この日常的マネジメントがストックマネジメント全体の成功を左右す

ることになり、下水道施設の維持管理における点検・調査計画の策定が重要となります。 
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6.2 点検・調査手法の分類                            

下水道施設の点検・調査手法には、日常の業務の中で実施される『巡視・点検』と、ある目

的を持って適正な時期に実施する『視覚調査』があり、これら手法については、「下水道維持

管理指針－平成 15 年版（2003 年版）－」（社）日本下水道協会においても分類されていま

す。 

小平市では、これまでもこれらの手法により巡視、点検を実施してきました。これからも引

き続き、これら維持管理を適切に実施し異常箇所の早期発見・早期対応を図り、ライフサイク

ルコストを低減することが求められています。 

 

表 6.1 下水道施設の巡視・点検方法の分類と内容 

分類 点検方法 適用範囲とその内容 

巡視 目視 路面，マンホール蓋周辺の確認 
管埋設位置及びマンホール，ます周辺の異常の

有無を確認する。 

点検

目視 マンホール及び管内の点検 
地上部よりマンホール及び管内を鏡，強力ライ

トを用い可視範囲を目視点検する。 

管口カメラ 
マンホール及び管内の点検 

 

地上部より管内を管口テレビカメラにより調

査する。 

参考：下水道維持管理指針－平成 15 年版（2003 年版）－，社団法人日本下水道協会 

   管清工業株式会社ホームページ（http://www.kansei-pipe.co.jp/work/research.html） 
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表 6.2 下水道施設の調査方法の分類と内容 

分類 調査方法 適用範囲とその内容 

視覚

調査

マンホール 

目視調査 

マンホール及び管内の点検

（蓋も含む） 

マンホール内に調査員が入坑し目視によりマンホ

ール内部及び管内を調査する。 

管内 

調査 

目視調査 

(潜行目視) 
管径 800mm 以上 

潜行可能な管内を調査員が直接目視により調査す

る。 

テレビ 

カメラ 

調査 

【本管】 

管口カメラ 

地上部より管内を管口カメラにより調査する。 

 

【本管】 

小中口径管テレビカメラ 

管径 800mm 未満 

管内をテレビカメラにより調査する。 

【本管】 

大口径管テレビカメラ 

管径 800～2000mm 

管内をテレビカメラにより調査する（水深 50cm

以下で流速を考慮する）。 

 

【取付管】 

取付管テレビカメラ 

管径 150～200mm 

管内をテレビカメラにより調査する（１箇所当た

り 5.0ｍ以内を標準とする）。 

参考：下水道維持管理指針－平成 15 年版（2003 年版）－，社団法人日本下水道協会 

   管清工業株式会社ホームページ（http://www.kansei-pipe.co.jp/work/research.html） 
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6.3 点検・調査計画の策定方針                            

下水道施設点検・調査計画の策定方針を次のように示します。 

 

 点検・調査計画は、巡視・点検・調査・清掃等の日常の維持管理業務を基本に、下水道

施設の異常箇所を効率的かつ効果的に発見し、適切な対応を実施するための計画として

位置付けます。 
 

 今後のストックマネジメントの導入・実践に向けて、維持管理施設分類別（点的施設、

線的施設、面的施設ごと）に管理基準（対応方法、調査頻度など）を定めます。 
 

 施設の全体状況を把握するため、定期的な“巡視”を実施します。巡視は、マンホール

蓋や周辺舗装など、地上部の状況を観察することを基本とします。 
 

 マンホール内部の状況確認を行うため、“点検”を実施します。点検では、マンホール

蓋を開閉し、マンホール蓋の蓋裏を含めた劣化状況を確認するとともに、管口部の劣化

状況及び下水道の流下状況を確認します。点検は、主に下記に示す調査と併せて実施し

ます。 
 

 下水道施設の劣化状況を詳細に把握し、改築（更新または長寿命化対策）の必要性の程

度を判断するため、計画的な“調査”を実施します。 
 

 巡視・点検・調査の結果を基に、その後の清掃・しゅんせつ及び改築の必要性を判断し

ます。 
 

 点検や調査の結果、改築が必要な施設を発見した場合は、長寿命化計画を立案し、対策

を実施します。ただし、著しい異常が発見された場合は、緊急的な対応を図ります。 
 

 点検・調査については、優先度評価に基づいた今後約 30 年間の点検・調査計画を策定

します。 
 

 点検・調査計画は、ＰＤＣＡサイクルの実践により、適宜見直しを行います。 
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6.4 管理基準の設定                          

点検・調査計画策定方針を踏まえて、管理基準を設定します。 

 

(1) 改築事業量予測結果に基づく調査頻度の設定 

改築事業量予測の結果、本構想の基本シナリオとして設定したシナリオ４（健全度Ⅰ～Ⅱを改

築対象とする）の場合、年間あたりに必要となる改築延長は、6.3ｋｍ/年と試算されます。 

この改築延長を発見するためには、管路内調査（テレビカメラ調査・潜行目視調査）を実施す

る必要があります。ここで、小平市のこれまでの調査実績より、管路内調査により発見される健

全度Ⅰ～健全度Ⅱの割合を 25％と設定した場合、年間の必要調査延長は、約 25ｋｍと算定され

ます。 

■年間改築延長
＝改築事業量予測；シナリオ４（健全度Ⅰ～Ⅱを改築対象とする）の場合
＝６.３ ｋｍ／年

区分 健全度ランク スパン数 スパン数計 比率
改築割合
（設定値）

健全度Ⅰ 56

健全度Ⅱ 28

健全度Ⅲ 29

健全度Ⅳ 269

382 382 100%合計

維持

改築対象 ⇒ 25%84

298

22%

78%

■改築割合
＝調査により発見される改築対象延長の割合
＝小平市過年度調査実績（３０年以上経過管きょを対象とする） 下表を参照
＝２５％

■年間必要調査延長
＝改築延長６.３ｋｍを発見するのに必要な調査延長
＝６.３（ｋｍ／年） ÷ ２５（％）
＝２５.２ ｋｍ／年

 
図 6.2 年間必要調査延長の算定（目安） 

 

これを基に、下水道施設の調査サイクルを施設分類（線的施設、面的施設）ごとに以下の通

り設定します。 

 

① 線的施設 

線的施設は、小平市の下水道施設の根幹となる施設でありその重要度は高く、また不具合に

伴い発生した事故や道路陥没、下水道機能停止による影響も大きくなります。そのため、なる

べく短い間隔で施設状況の把握と劣化箇所の対策を実施することが望ましく、「下水道維持管

理指針前編、平成 15 年版（2003 年版）、（社）日本下水道協会」の頻度に基づき、10 年

に１回の頻度を基本とします。 

線的施設の延長は、約 111ｋｍであることから、年間の調査延長は概ね 11.1ｋｍと算定さ

れます。 

健全度ランク

健全度Ⅰ

健全度Ⅱ

健全度Ⅲ

総計

改築 修繕 合計 改築 修繕 合計

シナリオ４
（健全度Ⅰ
～Ⅱ）

59 182 241 30% 70% 100%

設定シナリオ
スパン数 割合

149 378 536

30 100 130

90 196 295

改築スパン 修繕スパン 総計

29 82 111

改築対象の改築・修繕の割合 



 

56 

② 面的施設 

面的施設は、管きょ延長が約 398ｋｍと多く、線的施設と同様の 10 年に 1 回の頻度では

多大の費用と労力を要することとなります。 

そこで、面的施設については、年間必要調査延長約 25ｋｍから、線的施設の調査延長を差

し引いた分を面的施設の年間調査延長と設定し、調査サイクルを 30 年に 1 回と設定します。 

 

 398ｋｍ÷13.8ｋｍ/年※ ＝ 28.8 ≒ 30 年 

 ※13.8ｋｍ/年＝25.0ｋｍ/年（年間必要調査延長）-11.2ｋｍ/年（線的施設調査延長） 

 

上記のとおり設定した調査サイクルは、健全度Ⅰ～Ⅱが確認された施設の適切な対策により

良好な健全度を維持するためのサイクルとして設定し、段階的に上記の調査延長に引き上げる

ものとします。 

なお、平成 26～27 年度（2014～2015 年度）については、第 1 期の長寿命化計画の対

象エリアとして、優先順位１位の鈴木処理分区（約 19ｋｍ）を調査する予定とします（詳細

は、6.5(1) を参照）。 
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H44
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H46

（2034）

H48

（2036）
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（2038）

H52

（2040）

H54

（2042）

年
間
調
査
延
長

［
k
m

］

面的施設

線的施設

 
施設分類 H26 H27 H28～H32 H33～H55

線的施設 4,300 4,300 9,000 11,500

面的施設 5,200 5,200 11,000 13,500

合計 9,500 9,500 20,000 25,000  

 

図 6.3 年間調査延長の設定 
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(2) 管理基準の設定 

維持管理施設分類別の管理基準設定の考え方を次のように示します。 

 

【維持管理施設分類別の管理基準設定の考え方】 

① 共通 

 巡視は、施設の全体状況を把握するため、毎年実施します。（４年に１回） 

 

② 点的施設 

 点的施設は、通常の維持管理業務内で年 1 回程度の点検を実施し、必要に応じて調

査・清掃等を実施します。 

 対象施設は、マンホールポンプ、定期清掃（油脂清掃）路線とします。 

 

③ 線的施設 

 線的施設は不具合に伴う事故による被害の影響が大きい施設であることから、予防

保全的な観点で点検・調査を実施します。 

 点検・調査頻度は、10 年に 1 回とします。 

 点検・調査は、長寿命化支援制度を有効活用して行うものとし、優先順位の高い幹

線系統から順に実施します。 

 改築は、起債償還期間の 30 年を超過した施設を基本に実施します（30 年未満の

場合は修繕により対応します）。 

 対象施設は、本管、取付管、マンホール蓋・本体とします。 

 

④ 面的施設 

 線的施設と同様に、予防保全的な観点で調査を実施します。 

 調査頻度は、30 年に 1 回とします。 

 点検・調査は、長寿命化支援制度を有効活用して行うものとし、優先順位の高いエ

リア（処理分区）から順に実施します。 

 改築は、起債償還期間の 30 年を超過した施設を基本に実施します（30 年未満の

場合は修繕により対応します）。 

 対象施設は、本管、取付管、マンホール蓋・本体とします。 
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6.5 点検・調査計画の策定                       

前述の計画策定方針、管理基準を基に、点検・調査計画の策定を行います。 

 

(1) 平成 26・27 年度（2014・2015 年度）の点検・調査エリアの選定 

平成 26・27 年度（2014・2015 年度）に実施する点検・調査は、第一回目であるため、

対策範囲が明確となるよう線的施設と面的施設を合わせた１エリアを調査対象といたしま

す。 

調査対象エリアは、面的施設の優先度評価において、優先順位１位と評価された鈴木処理分

区とし、以下の条件により調査スパンの選定を行います。 

 

・ 鈴木処理分区の線的施設、面的施設の全てを調査対象とします。 

・ 鈴木処理分区は、一部のスパンについては過年度に管路内調査を実施しています。そこ

で、鈴木処理分区内の管きょ延長約 23ｋｍのうち、平成 21～23 年度（2009～2011

年度）に調査した延長約 4ｋｍを除いた、約 19ｋｍを対象とします（当時の調査結果

を基に必要に応じて対策対象に位置付けます。）。 

 

 

 

表 6.3 長寿命化対策対象施設の選定（鈴木処理分区） 

優先度1 優先度2 優先度3 優先度4 合計 優先度1 優先度2 優先度3 優先度4 評価不能 合計

H08 205 205 0 64 269 ○

H18 97 97 16 16 1,055 1,168 ○

H21 53 53 0 36 89

H22 49 428 476 0 421 897

H23 286 286 326 782 1,108 1,394

未実施 230 444 674 54 704 441 1,200 211 2,084 ○

920 871 0 0 1,791 54 326 1,486 16 441 2,323 1,788 5,902

優先度1 優先度2 優先度3 優先度4 合計 優先度1 優先度2 優先度3 優先度4 評価不能 合計

H04 481 481 0 45 525 ○
H07 277 277 0 195 472 ○
H08 1,338 6 1,344 0 183 1,526 ○
H21 302 302 0 326 628

H22 174 174 0 566 739

H23 130 130 67 147 60 274 405

未実施 5,986 275 6,260 88 3,606 5 359 500 4,558 2,026 12,843 ○

8,076 892 0 0 8,968 155 3,753 5 359 560 4,832 3,339 17,139

面的施設

線的施設

合計

総計

18,888

経過年数30年以上 経過年数30年未満
 評価不能

施設分類

総計

経過年数30年以上 経過年数30年未満
 評価不能

鈴木
処理分区

15,367

3,521

H26・H27
調査対象

総計

H26・H27
調査対象

線的施設

面的施設

対象延長（ｍ）

鈴木
処理分区

総計

処理分
区名

過年度
調査年

処理分区名
過年度
調査年
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図 6.4 平成 26・27 年度（2014・2015 年度）調査対象エリア（鈴木処理分区） 

 

 

表 6.4  平成 26・27 年度（2014・2015 年度）調査対象エリア（鈴木処理分区）  

管径別集計結果 
処理分区 施設分類 管径（ｍｍ） 集計（ｍ）

250 984
300 382
350 56
400 176
450 132
500 222
600 198
700 163
800 37
1500 199
1650 367
1800 564
2000 33
2400 9

3,521
150 32
200 339
250 7,751
300 2,832
350 1,277
400 1,242
450 350
500 586
600 587
700 154
不明 217

15,367
18,888総計

鈴木処理分区

面的施設

面的施設 集計

線的施設

線的施設 集計
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(2) 点検・調査スケジュール 

以下の点に考慮し、点検・調査スケジュールの作成を行います。 

 

・ 平成 26・27 年度（2014・2015 年度）は鈴木処理分区の点検・調査を実施します。

同エリアの調査結果に基づき、平成 27 年度に長寿命化計画を策定し、平成 28～32 年

度（2016～2020 年度）の 5 カ年で長寿命化対策を実施します。 

・ 平成 28 年度（2016 年度）以降は、P56 の図 6.3に示した調査延長を目安に、線的

施設（幹線ごと）及び面的施設（処理分区ごと）の調査範囲を設定し、5 年分の調査結

果を基に長寿命化事業を繰り返し実施します。 

・ 点検・調査スケジュールは、面的施設の１サイクル目の調査終了後、長寿命化対策が完

了する平成６０年度（2048 年度）まで作成します。 

 

点検・調査および計画策定

平成26年度 第1期 鈴木処理分区の点検・調査
平成27年度 〃

〃 第1期 長寿命化計画策定・申請

平成28年度 第2期 点検・調査（優先順に基づく）
平成29年度 〃
平成30年度 〃
平成31年度 〃
平成32年度 第2期 長寿命化計画策定・申請

平成28年度 第1期 改築・修繕（設計を含む）
平成29年度 〃
平成30年度 〃
平成31年度 〃
平成32年度 〃

対策の実施（改築・修繕）

平成33年度 第2期 改築・修繕（設計を含む）
平成34年度 〃
平成35年度 〃
平成36年度 〃
平成37年度 〃

平成57年度 第7期 改築・修繕（設計を含む）
平成58年度 〃
平成59年度 〃
平成60年度 〃

平成52年度 第7期 点検・調査（優先順に基づく）
平成53年度 〃
平成54年度 〃
平成55年度 〃
平成56年度 第7期 長寿命化計画策定・申請

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

平成32年度 第3期 点検・調査（優先順に基づく）
平成33年度 〃
平成34年度 〃
平成35年度 〃
平成36年度
平成37年度 第3期 長寿命化計画策定・申請

平成38年度 第3期 改築・修繕（設計を含む）
平成39年度 〃
平成40年度 〃
平成41年度 〃
平成42年度 〃

 
 

図 6.5 点検・調査スケジュール 



 

61 

(3) 事業費の算定 

今後の点検・調査及び改築・修繕に関わる費用については、図 6.6、図 6.7のとおり算定

を行いました。 

これら費用については、今後の点検・調査の結果や改築・修繕の実績等を勘案して適宜計画

の見直しを行っていきます。 
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図 6.6 点検・調査費用の推移 
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図 6.7 改築・修繕費用の推移 

 

(4) 点検・調査計画のまとめ 

これらの整理結果を、点検・調査年次スケジュール表及び点検・調査年次スケジュール図と

してとりまとめたものを P.62 の表 6.5、P.63 の 図 6.8、P.64 の 図 6.9に示します。 



【基本事項】
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 合計

H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47 H48 H49 H50 H51 H52 H53 H54 H55 H56 H57 H58 H59 H60 -
(2014) (2015) (2016) (2017) (2018) (2019) (2020) (2021) (2022) (2023) (2024) (2025) (2026) (2027) (2028) (2029) (2030) (2031) (2032) (2033) (2034) (2035) (2036) (2037) (2038) (2039) (2040) (2041) (2042) (2043) (2044) (2045) (2046) (2047) (2048) -

20 20 20 20 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 -
策定 策定 策定 策定 策定 策定 策定 -

-

【点検・調査数量】
線的施設 1.8 1.8 8.3 5.9 14.0 17.9 17.7 14.7 17.2 15.6 14.3 9.2 11.7 11.0 10.7 11.0 10.8 8.9 11.8 12.0 14.3 9.2 11.7 11.0 10.7 11.0 10.8 8.9 11.8 12.0 338
面的施設 7.7 7.7 12.4 12.4 8.3 8.3 9.3 9.3 14.5 13.1 13.1 13.1 14.0 10.4 11.3 15.4 15.3 15.3 15.3 15.3 15.3 15.3 15.5 15.5 15.5 15.5 15.5 16.5 16.5 14.2 396

9.4 9.4 20.7 18.3 22.3 26.2 27.0 24.0 31.6 28.7 27.3 22.3 25.7 21.4 21.9 26.4 26.1 24.2 27.1 27.3 29.5 24.5 27.1 26.5 26.1 26.5 26.2 25.4 28.3 26.2 734
線的施設 157 157 860 609 1,441 1,846 1,825 1,520 1,768 1,611 1,468 946 1,204 1,137 1,099 1,134 1,113 919 1,221 1,240 1,468 946 1,204 1,137 1,099 1,134 1,113 919 1,221 1,240 34,756
面的施設 1,052 1,052 1,275 1,275 858 858 954 954 1,489 1,349 1,349 1,349 1,445 1,070 1,159 1,585 1,574 1,574 1,574 1,574 1,574 1,574 1,592 1,592 1,592 1,592 1,592 1,697 1,697 1,460 41,331

1,209 1,209 2,135 1,884 2,299 2,704 2,779 2,474 3,257 2,960 2,817 2,295 2,649 2,207 2,258 2,719 2,687 2,493 2,795 2,814 3,042 2,520 2,796 2,729 2,691 2,726 2,705 2,616 2,918 2,700 76,087
線的施設 62 62 278 198 467 598 591 492 573 522 476 306 390 368 356 367 360 298 395 402 476 306 390 368 356 367 360 298 395 402 11,279
面的施設 289 289 413 413 278 278 309 309 482 437 437 437 468 347 376 510 510 510 510 510 510 510 516 516 516 516 516 550 550 473 13,285

351 351 691 611 745 876 900 801 1,055 959 913 743 858 715 732 877 870 808 905 912 986 816 906 884 872 883 876 848 945 875 24,564

【事業費】

巡視 - - 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 560.0

下水道管調査 18.9 18.9 27.1 31.5 44.6 52.5 54.0 48.0 63.2 57.5 54.7 44.5 51.4 42.9 43.8 52.8 52.1 48.4 54.2 54.6 59.0 48.9 54.3 53.0 52.2 52.9 52.5 50.8 56.6 52.4 1,448.3

取付管調査 16.5 17.1 32.0 28.3 34.5 40.6 41.7 37.1 48.9 44.4 42.3 34.4 39.7 33.1 33.9 40.8 40.3 37.4 41.9 42.2 45.6 37.8 41.9 40.9 40.4 40.9 40.6 39.2 43.8 40.5 1,138.7

マンホール調査 2.8 2.8 5.5 4.9 6.0 7.0 7.2 6.4 8.4 7.7 7.3 5.9 6.9 5.7 5.9 7.0 7.0 6.5 7.2 7.3 7.9 6.5 7.2 7.1 7.0 7.1 7.0 6.8 7.6 7.0 196.5

計 38.2 38.8 84.7 84.6 105.1 120.1 122.8 111.5 140.5 129.5 124.3 104.9 118.0 101.7 103.6 120.6 119.4 112.2 123.4 124.1 132.6 113.2 123.5 121.0 119.6 120.9 120.1 116.8 128.0 119.9 3,343.5

13 30 30 30 30 30 30.0 193.0

下水道管改築 - - 42.2 42.2 42.2 42.2 42.2 195.7 195.7 195.7 195.7 195.7 309.9 309.9 309.9 309.9 309.9 263.1 263.1 263.1 263.1 263.1 300.0 300.0 300.0 300.0 300.0 365.0 365.0 365.0 365.0 296.6 296.6 296.6 296.6 8,200.8
下水道管修繕 - - 25.3 25.3 25.3 25.3 25.3 117.0 117.0 117.0 117.0 117.0 185.4 185.4 185.4 185.4 185.4 157.4 157.4 157.4 157.4 157.4 179.4 179.4 179.4 179.4 179.4 218.3 218.3 218.3 218.3 177.4 177.4 177.4 177.4 4,905.8
取付管改築 - - 18.1 18.1 18.1 18.1 18.1 67.7 67.7 67.7 67.7 67.7 107.2 107.2 107.2 107.2 107.2 91.0 91.0 91.0 91.0 91.0 103.7 103.7 103.7 103.7 103.7 126.2 126.2 126.2 126.2 102.6 102.6 102.6 102.6 2,853.3

マンホール蓋改築 - - 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 29.2 29.2 29.2 29.2 29.2 46.3 46.3 46.3 46.3 46.3 39.3 39.3 39.3 39.3 39.3 44.8 44.8 44.8 44.8 44.8 54.5 54.5 54.5 54.5 44.3 44.3 44.3 44.3 1,228.4
計 - - 92.6 92.6 92.6 92.6 92.6 409.6 409.6 409.6 409.6 409.6 648.8 648.8 648.8 648.8 648.8 550.7 550.7 550.7 550.7 550.7 627.9 627.9 627.9 627.9 627.9 764.1 764.1 764.1 764.1 620.9 620.9 620.9 620.9 17,188.1

3.8 5.2 17.7 17.7 19.8 21.3 24.5 52.1 55.0 53.9 53.4 54.5 76.7 75.0 75.2 76.9 79.8 66.3 67.4 67.5 68.3 69.4 75.1 74.9 74.8 74.9 77.8 88.1 89.2 88.4 79.4 62.1 62.1 62.1 62.1 2,072.5
42 57 195 195 217 234 270 573 605 593 587 599 843 826 828 846 878 729 742 742 752 763 827 824 822 824 856 969 981 972 873 62 62 62 62 22,797

【線・幹線別調査スケジュール】
順位 幹線名 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47 H48 H49 H50 H51 H52 H53 H54 H55 H56 H57 H58 H59 H60 -

1 学園幹線
2 仲町幹線
3 喜平幹線
4 天神幹線
5 たかの台幹線
6 小川4号幹線
7 小川幹線
8 仲町南幹線
9 小川東3号幹線
10 花小金井西幹線
11 鈴木幹線
12 花小金井北幹線
13 上水南幹線
14 天神東幹線
15 鈴木東幹線
16 花小金井東幹線
17 上水幹線
18 小川東2号幹線
19 貫井北1号幹線
20 小川東1号幹線
21 花小金井中央幹線
22 西東京市流出管渠
23 仲町北幹線
24 国分寺市流出管渠
25 上水新町幹線
26 花小金井南1号幹線
27 美園幹線
28 小川1号幹線
29 小川3号幹線
30 花小金井南2号幹線
31 小川2号幹線
32 東久留米市流出管渠
33 大沼一号雨水幹線
34 花小金井一号雨水幹線
35 花小金井二号雨水幹線
36 石神井第2幹線
37 石神井幹線
38 石神井第3幹線
39 大沼二号雨水幹線
40 石神井2-1号幹線

【面・処理分区別調査スケジュール】
順位 処理分区名 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47 H48 H49 H50 H51 H52 H53 H54 H55 H56 H57 H58 H59 H60 -

1 鈴木処理分区
2 学園処理分区
3 喜平処理分区
4 上水南処理分区
5 天神処理分区
6 仲町処理分区
7 上水新町東処理分区
8 上水新町西処理分区
9 天神東処理分区
10 上水東処理分区
11 上水西処理分区
12 小川処理分区
13 小平第一処理分区
14 小平第二処理分区
15 東久留米第三処理分区
16 東久留米第一処理分区
17 石神井北部排水区
18 石神井南部排水区
19 落合川第二排水分区
20 黒目川第五排水分区
21 落合川第一排水分区
22 落合川第三排水分区

工事 工事

対策費用
（百万円）

点検・調査費用
（百万円）

下水道管調査延長
（ｋｍ）

取付管調査数量
（箇所）

マンホール調査数量
（箇所）

合計箇所数（箇所）

通し番号

工事

合計延長（km）

改築・修繕工事
長寿命化計画

基本調査延長(km) 19

年度

計（百万円）

合計箇所数（箇所）

工事工事工事 工事

委託費用（百万円）

計画策定費用（百万円）

H26-H27：面的施設と合わせ、鈴木処理分区内の調査を実施

（ただし、H21～H23調査済み箇所は除く）

線的施設 １サイクル終了（期間：10年）

面的施設 １サイクル終了（期間30年）

線的施設 ２サイクル終了（期間：10年） 線的施設 ３サイクル終了（期間：10年）

H26：線的施設と合わせ、鈴木処理分区内の調査を実施

（ただし、H21～H23調査済み箇所は除く）

表 6.5　点検・調査年次スケジュール表
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H29　（2017）

H34　（2022）

H30　（2018）

H28　（2016）

H31　（2019）

H32　（2020）

H33　（2021）

H35　（2023）

H26～H27　（2014～2015）

図 6.8　点検・調査年次スケジュール図（線的施設）
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東久留米第三処理分区
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小川処理分区

小平霊園処理分区

喜平処理分区

小平第二処理分区

上水東処理分区

上水西処理分区

上水新町東処理分区

上水新町西処理分区

学園処理分区
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H38　（2026）
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H39～H40　（2027～2028）

図 6.9　点検・調査年次スケジュール図（面的施設）
64


